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2004年度の検討内容
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・CO2算定方法の調査 トラックのCO2に限定

（算定範囲、算定式、データ入手方法）

・算定方法・データ入手方法の調査・整理

１）算定式がさまざま

２）計算に用いる諸係数がまちまち

３）算出の仕方がわからないという企業も多い

４）コストや手間がかからない方法

１）標準算定式の検討

２）諸係数の検討

３）データ収集方法の事例整理



標準的な算定方法・データ入手方法
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二酸化炭素排出量算定ガイド

・CO2算定方法の標準式

・必要なデータを採取する方法

・諸係数の値や出典

・CO2排出量の按分方法



2004年度の活動成果
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①『二酸化炭素排出量算定ガイド
（データ収集方法事例集）/輸配送・トラック版』

標準式

燃料法

準標準式

燃費法

代替式

トンキロ法

②標準算定式の提案

③データ収集方法事例集

④按分方法の考え方の提示



二酸化炭素排出量 標準算定式の提案
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燃料法 二酸化炭素排出量（kg-CO2）

＝ 燃料使用量×二酸化炭素排出係数
（ﾘｯﾄﾙ） （kg-CO2/ﾘｯﾄﾙ）

燃費法 二酸化炭素排出量（kg-CO2）
＝［輸送距離/燃費］×二酸化炭素排出係数

（km） （km/ﾘｯﾄﾙ） （kg-CO2/ﾘｯﾄﾙ）

トンキロ法 二酸化炭素排出量（kg-CO2）
＝［輸送重量×輸送距離］×二酸化炭素排出原単位

（トン） （km） （kg-CO2/ﾄﾝｷﾛ）



３つの算定式の関係
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トンキロ法のCO2排出原単位は、燃料法から生成されている



当委員会が提案する標準的算定式
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算定結果の理論的な精度

燃料法＞燃費法＞トンキロ法

・標 準 式 燃料法

・準標準式 燃費法

・代 替 式 トンキロ法



算定式の理論的精度と情報連携の
必要度の関係
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輸送事業者
の

協力必要性

事業者データ

を利用

低

高

トンキロ法

燃料法

改良トンキロ法

低 高精度

例：簡易推計

例：他社との比較、

対外アピール、

排出量の検証

利用目的

例：

取組実績の自己評価、

将来推計

燃費法

荷主データ

を利用



実施上の課題

①環境会議メンバーによる算定方法の実行

③改正省エネ法の問題
荷 主 企 業 ⇒ トンキロ法
輸送事業者 ⇒ 燃料法

②二酸化炭素排出係数、二酸化炭素排出原単位
の整備と維持管理

⇒環境省、国土交通省による実行を要望

⇒『二酸化炭素排出量算定ガイド』の利用

⇒統一してほしい
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2005年度の活動計画

・二酸化炭素排出量の按分方法
・ トラック以外の輸送モードのＣＯ２算定法
・包装資材の環境負荷算定方法 など

【アウトプットの例】
『トラック輸配送の二酸化炭素排出量の按分方
法事例ガイド』（仮称）

『二酸化炭素排出量算定のためのデータ収集
方法事例ガイド/包装資材版』
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